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、

〈
特
別
寄
稿
〉定

家

本

を

超

え

|
|
「
伊
勢
物
語
」
の
成
立
に
関
す
る
臆
見
ニ
題

l
l

て

(
一
)
狩
使
本
を
め
ぐ
っ
て

「
伊
勢
物
語
」
が
何
故
「
伊
勢
物
語
」
と
呼
ば
れ
る
か
。
数
々
の
説

が
あ
る
が
、
最
も
説
得
力
が
あ
り
、
ま
た
最
も
魅
力
的
で
あ
る
の
は
、

伊
勢
へ
狩
の
使
い
に
出
か
け
た
主
人
公
が
、
斎
宮
と
一
夜
の
契
り
を
結

ん
だ
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
話
(
通
行
の
定
家
本
で
は
第
六
九
段
)

が
物
語
全
体
の
冒
頭
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
だ
と
す
る
説
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
顕
昭
の
「
古
今
集
註
」
に
、

文
、
コ
ノ
斎
宮
ノ
コ
ト
ヲ
ム
ネ
ト
カ
ク
ユ
エ
ニ
「
伊
勢
物
語
」
ト

ナ
ヅ
ク
ル
ト
ハ
、
大
外
記
師
安
ガ
顕
輔
卿
之
許
ニ
来
テ
申
侍
シ
、

此
定
也
。
其
上
「
伊
勢
物
語
」
一
本
モ
テ
来
テ
侍
キ
。
小
式
部
内

侍
ガ
番
写
也
。
普
通
ノ
本
ニ
ハ
「
春
日
野
ノ
若
紫
ノ
摺
衣
」
ト
イ

フ
寄
ヲ
コ
ソ
、
ハ
ジ
メ
ニ
カ
キ
テ
ハ
ベ
ル
ニ
、
此
ハ
証
本
ニ
テ
、

此
「
君
ヤ
コ
シ
我
ヤ
ユ
キ
ケ
ム
」
ノ
寄
ヲ
ハ
ジ
メ
ニ
カ
ケ
ル
、

「
伊
勢
物
語
」
ト
ナ
ヅ
ク
ル
ユ
ヱ
ト
ゾ
申
侍

ν。

と
あ
り
、
「
『
春
日
野
ノ
若
紫
ノ
摺
衣
』
ト
イ
フ
寄
ヲ
」
冒
頭
に
持
つ

「
普
通
ノ
本
(
初
冠
本
)
」
の
系
統
の
ほ
か
に
、
「
『
君
ヤ
ヨ
シ
我
ヤ
ユ
キ

ケ
ム
』
ノ
寄
ヲ
ハ
ジ
メ
ニ
カ
ケ
ル
」
狩
使
本
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を

片

知
ら
せ
て
い
る
の
だ
が
、
近
年
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
冷
泉
家
所

蔵
の
為
家
筆
、
建
仁
二
年
本
「
伊
勢
物
語
」
の
奥
書
に
も
、

此
物
語
事

高
二
位
成
中
伊
本

始
起
春
日
霊
伺
紫
寄

立
寄

小
式
部
内
侍
本

始
起
君
や
こ
し
寄

桐

洋

終
迄
子
昨
日
今
日
云
々
。

朱
雀
院
塗
館
本
是
也
。
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終
迄
子
昨
日
今
日
云
々
。

自
本
是
也
。

終
迄
子
程
雲
井
寄
。

小
本
是
也
。

と
あ
っ
て
、
「
伊
勢
物
語
」
の
題
号
の
因
を
説
明
す
る
の
に
適
し
た
伊

勢
の
狩
の
使
の
段
(
通
行
本
の
第
六
九
段
〉
を
冒
頭
に
据
え
た
本
が
平

安
時
代
末
期
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
近
年
、
こ
の
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
無
視
さ

れ
て
来
た
か
に
見
え
る
。
と
い
う
の
は
、
か
の
藤
原
定
家
が
、
み
ず
か



ら
書
写
し
た
本
の
奥
書
に
、

又
、
或
説
、
後
人
以
狩
使
事
改
為
此
草
子
之
端
、
為
叶
伊
勢
物
語

之
道
理
也
。
件
本
狼
籍
奇
佐
物
也
。
伊
行
所
為
也
。
不
可
用
之
。

(
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
所
収
千
葉
本
)

文
、
近
代
以
狩
使
事
害
此
草
子
之
最
初
、
為
叶
其
名
也
。
是
、
伊

行
宮
内
権
少
輔
之
所
為
也
。
更
不
可
用
。

(
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
所
収
文
暦
本
)

な
ど
と
言
っ
て
、
強
く
否
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
狩
使
本
を
、
定
家
の
言
う
よ
う
に
、
世
尊
寺
伊
行
が

「
伊
勢
物
語
」
の
名
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め
に
意
図
的
に
改
鼠
し

た
も
の
と
断
じ
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
率
直
に
言
っ
て
、

か
よ
う
な
断
定
は
悌
る
べ
き
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
・
意
外
な
こ
と
に
従
来
ま
っ
た
く
注
意
さ
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
が
、
早
く
昭
和
六
年
に
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
の
影
印
本
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
藤
原
教
長
の
「
古
今
集
註
」
を
見
る
と
、
教

長
が
こ
の
狩
使
本
に
ま
っ
た
く
疑
う
こ
と
な
く
依
拠
し
て
い
る
ら
し
く

思
わ
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
教
長
は
治
承
四
年
(
一
一
八
O
)
頃
、
七

O
歳
を
越
え
て
逝
去
し

た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
問
題
の
世
尊
寺
伊
行
と
ま
っ
た
く
同
時
代
の
人

物
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
伊
勢
斎
宮
密
通
事
件
を
テ
i
マ
に

し
た
狩
の
使
の
段
を
冒
頭
に
据
え
る
「
伊
勢
物
語
」
が
、
定
家
の
言
う

よ
う
に
伊
行
が
で
っ
ち
あ
げ
た
も
の
と
は
思
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

T 

で
あ
る
。

教
長
の
「
古
今
集
註
」
か
ら
、
ま
ず
春
上
・
一
七
番
の
歌
の
注
を
見

よ・っ。

ダ
イ
シ
ラ
ズ

読
人
シ
ラ
ズ

カ
ス
ガ
ノ
ハ
ケ
フ
ハ
ナ
ヤ
キ
ソ
ワ
カ
ク
サ
ノ

ツ
マ
モ
コ
モ
レ
リ
ワ
レ
モ
コ
モ
レ
リ

コ
レ
ハ
、
イ
セ
モ
ノ
ガ
タ
リ
ノ
ウ
タ
ナ
リ
。
カ
レ
ニ
ハ
「
ム
サ
シ

ノ
」
ト
カ
ケ
リ
。
ム
カ
シ
、
業
平
ヲ
、
カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
ニ
伊
勢
斎

宮
ニ
タ
テ
マ
ツ
ラ
セ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
カ
ノ
ミ
ヤ
、
ハ
シ
ヂ
カ
ナ

ル
コ
、
ロ
ニ
ヤ
ヲ
ハ
シ
ケ
ム
、
コ
ノ
ス
キ
モ
ノ
ニ
ア
ヒ
タ
マ
ヒ
ニ

ケ
リ
。
ソ
ノ
ア
シ
タ
「
ワ
レ
ヤ
ユ
キ
ム
」
ナ
ン
ド
ヨ
ミ
カ
ハ
シ
ケ

レ
パ
、
ヨ
ニ
キ
コ
エ
ニ
ケ
レ
パ
、
斎
宮
ハ
カ
ハ
リ
、
業
平
ヲ
パ
陸

奥
へ
ナ
ガ

ν
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
。
ミ
チ
ニ
テ
モ
、
ヰ
ナ
カ
モ
ノ
、
ム

ス
メ
ト
ヨ
パ
ヒ
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
ニ
、
人
ノ
ム
ス
メ
ヲ
ヌ
ス
ミ
テ
ニ
ゲ

ニ
ケ
ル
ヲ
、
、
ャ
ト
リ
カ
ヘ
サ
ム
ト
ヲ
イ
ケ
レ
パ
、
ム
サ
シ
ノ
、

ク
サ
ノ
ナ
カ
ニ
、
ヲ
ン
ナ
ト
、
モ
ニ
カ
ク
レ
ヲ
リ
ケ
ル
ヲ
、
ノ
ニ

ヒ
ツ
ケ
テ
、
「
ヤ
カ
ン
」
ト
イ
ヒ
ケ
レ
パ
、
ヲ
ン
ナ
ノ
ヨ
メ
ル
ト

ナ
ム
イ
ヒ
ツ
タ
フ
ル
。
京
ニ
テ
モ
、
ヰ
ナ
カ
ニ
テ
モ
、
コ
リ
ザ
リ

ケ
ル
ス
キ
モ
ノ
ナ
リ
カ
シ
。
「
ワ
カ
ク
サ
」
ト
ハ
、
ヲ
ト
コ
ヲ
モ
、

メ
ヲ
モ
イ
フ
コ
ト
ナ
レ
パ
、
カ
ク
、
ム
サ
シ
ノ
、
ク
サ
ニ
ヨ
セ
テ

イ
ヘ
リ
。

「
大
鏡
」
で
は
二
条
后
を
伴
な
っ
て
逃
げ
た
時
の
話
と
し
て
い
る
「
伊

-2ー



勢
物
語
」
第
一
二
段
を
、
こ
こ
で
は
斎
宮
と
の
事
件
ゆ
え
に
「
陸
奥
へ

ナ
ガ
シ
ツ
カ
ハ
」
さ
れ
た
業
平
が
、
道
の
途
中
で
「
ヰ
ナ
カ
モ
ノ
、
ム

ス
メ
ト
ヨ
パ
ヒ
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
ニ
、
人
ノ
ム
ス
メ
ヲ
ヌ
ス
ミ
テ
」
起
こ
し

た
事
件
、
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
恋
三
・
六
四
五
番
の
「
君
や
来
し
我
や
ゆ
き
け
む
:
・
・
:
」

の
歌
の
注
の
部
分
に
も
、

コ
ト
パ
ニ
、
「
カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
」
ト
イ
ヘ
ル
ハ
、
サ
ダ
マ
レ
ル
ツ

カ
ヒ
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
パ
、
カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
ト
イ
フ
ナ
リ
。
ム
カ
シ
ハ
、

ツ
キ
ゴ
ト
ニ
殿
上
人
ヒ
ト
リ
ヲ
、
ヲ
ホ
ン
ツ
カ
ヒ
ニ
、
ミ
カ
ド
ノ

タ
テ
マ
ツ
ラ
セ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
。
人
ヲ
サ
ダ
メ
ラ
レ
ズ
、
コ
レ
カ
レ

ト
マ
イ
リ
ケ
レ
パ
「
カ
リ
ノ
ツ
カ
ヒ
」
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ
。
業
平
コ

ノ
ツ
カ
ヒ
ニ
マ
イ
リ
テ
、
カ
ク
読
カ
ハ
セ
リ
。
カ
ノ
ミ
ヤ
モ
ハ
シ

ヂ
カ
ナ
ル
ヲ
ホ
ン
心
等
ヤ
ア
リ
ケ
ム
、
コ
ノ
ス
キ
モ
ノ
業
平
ニ
ア

ヒ
タ
マ
ヒ
ニ
ケ
レ
パ
、
ヨ
ニ
キ
コ
エ
テ
、
ソ
ノ
ミ
ヤ
ヲ
パ
ヲ
ロ
サ

レ
ニ
ケ
リ
。
業
平
ハ
ミ
チ
ノ
国
へ
ナ
ガ
シ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
リ
。
ソ
ノ

ユ
ク
ミ
チ
ニ
テ
モ
、
ヲ
ン
ナ
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
ニ
ハ
、
ス
キ
ア
ヒ
寄

ヨ
ミ
カ
ハ
シ
ナ
ド
シ
ケ
ル
コ
ト
ヲ
カ
キ
ツ
ヅ
ケ
タ
ル
ヲ
、
イ
セ
モ

ノ
ガ
タ
リ
ト
イ
フ
。
コ
ノ
イ
セ
ノ
コ
ト
ニ
ヨ
リ
テ
、
ミ
チ
ノ
国
マ

デ
モ
イ
タ
リ
ケ
レ
ド
、
ヲ
コ
リ
ヲ
、
モ
ヒ
テ
、
イ
セ
モ
ノ
ガ
タ
リ

ト
ナ
ヅ
ケ
、
リ
ト
ナ
ム
。

と
あ
る
。

業
平
の
東
下
り
を
事
実
と
見
る
か
否
か
、
そ
の
こ
と
自
体
が
問
題
だ

が
、
「
伊
勢
物
語
」
に
見
ら
れ
る
東
下
り
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
ニ

条
の
后
と
の
事
件
の
せ
い
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば

鴨
長
明
の
「
無
名
抄
」
に
、

或
人
云
、
業
平
朝
臣
、
二
条
后
の
未
だ
た
Y
人
に
て
お
は
し
ま
し

け
る
時
、
盗
み
取
り
て
行
き
け
る
を
、
兄
人
達
に
取
り
返
さ
れ
た

る
由
い
へ
り
。
(
中
略
)
事
の
様
は
か
の
物
語
に
い
へ
る
が
ご
と

く
な
る
に
、
と
り
て
奪
ひ
返
し
け
る
時
、
兄
人
達
其
憤
り
休
め
難

く
て
、
業
平
の
も
と
ど
り
を
切
り
て
け
り
。
(
中
略
)
業
平
朝
臣

「
髪
を
生
さ
ん
」
と
て
館
り
居
た
り
け
る
程
、
「
歌
枕
ど
も
見
ん
」

と
て
数
寄
に
寄
せ
て
あ
づ
ま
の
方
へ
行
き
け
り
。
(
後
略
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
「
二
条
后
の
未
だ
た
Y
人
に
て
お

は
し
ま
し
け
る
時
、
盗
み
取
り
て
行
き
け
る
を
、
兄
人
達
に
取
り
返
さ

れ
た
る
由
い
へ
り
」
と
あ
る
の
は
、
「
事
の
様
は
か
の
物
語
に
い
へ
る

が
ご
と
く
な
る
に
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
伊
勢
物
語
」
第
六
段

の
記
述
に
そ
の
ま
ま
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
続
く
第
七

段
か
ら
始
ま
る
東
下
り
の
因
を
そ
こ
に
求
め
て
い
る
の
は
自
然
だ
と
言
っ

て
よ
い
の
だ
が
、
第
六
九
段
に
始
ま
る
伊
勢
斎
宮
密
通
事
件
を
第
七
段

か
ら
始
ま
る
東
下
り
の
原
因
と
な
す
こ
と
は
、
現
存
本
に
よ
る
限
り
無

理
と
い
う
ほ
か
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
長
の
「
古
今
集
註
」
が

前
掲
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
教
長
が
見
た
「
伊
勢
物

語
」
は
、
現
存
の
初
冠
本
と
は
異
な
っ
て
、
伊
勢
斎
宮
の
段
(
通
行
本

六
九
段
〉
を
す
べ
て
の
基
点
に
据
え
る
狩
使
本
の
形
態
で
あ
っ
た
と

-3ー



い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

し
か
も
注
意
す
べ
き
は
、
「
古
今
集
註
」
の
ニ
箇
所
に
お
い
て
こ
れ

に
言
及
し
て
い
る
教
長
が
、
そ
の
よ
う
な
形
の
「
伊
勢
物
語
」
に
何
ら

の
疑
問
を
も
抱
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に

西
暦
一
一
五

O
年
前
後
に
活
路
し
た
教
長
が
こ
の
よ
う
に
疑
い
も
な
く

狩
使
本
を
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
思
え
ば
、
教
長
と
ほ
ぼ
同
時

代
の
人
物
と
し
て
よ
い
伊
行
が
狩
使
本
を
作
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
く

な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
じ

く
第
一
二
段
の
「
武
蔵
野
は
今
日
は
な
焼
き
そ
若
草
の
つ
ま
も
館
れ
り

我
も
能
れ
り
」
に
つ
い
て
、
教
長
の
「
古
今
集
註
」
は
こ
の
よ
う
に
斎

宮
密
通
事
件
と
関
係
づ
け
て
書
き
、
「
大
鏡
」
は
二
条
后
と
関
係
さ
せ

て
書
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
狩
使
本
と
初
冠
本
が
両
立
し
、
両
様

の
享
受
理
解
が
、
・
い
わ
ば
共
存
し
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
が
、

中
世
以
降
の
治
々
た
る
定
家
崇
拝
の
流
れ
の
中
で
、
定
家
本
を
中
心
と

す
る
初
軍
本
の
み
が
流
布
伝
来
し
、
狩
使
本
の
方
は
次
第
に
姿
を
消
し

影
を
潜
め
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
期

が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
昨
年
、
古
筆
学
研
究
所
刊
の
『
水
茎
』

創
刊
号
(
昭
和
六
一
年
一

O
月
)
に
「
幻
の
小
式
部
内
侍
本
伊
勢
物
語

切
の
出
現
」
と
題
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
(
昭
和
六
二
年
九
月
に
明
治

書
院
か
ら
刊
行
す
る
拙
著
『
伊
勢
物
語
の
新
研
究
』
に
も
収
め
た
て

断
簡
と
は
い
え
鎌
倉
時
代
中
期
書
写
の
狩
使
本
が
発
見
さ
れ
た
今
、
活

字
に
な
っ
た
定
家
本
だ
け
を
用
い
て
「
伊
勢
物
語
」
を
論
ず
る
安
易
さ

で
は
、
も
は
や
鰭
蝿
の
斧
の
誹
り
を
免
れ
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
と
思

う
の
で
あ
る
。

〈
ニ
)
第
七
段
の
成
立

「
伊
勢
物
語
」
第
七
段
は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
東
下
り

の
発
端
を
な
す
短
い
意
段
で
あ
る
。
ま
ず
、
藤
原
定
家
天
福
二
年
寄
写

本
を
厳
密
に
臨
写
し
た
と
い
わ
れ
る
学
習
院
大
学
所
蔵
の
三
条
西
実
隆

筆
本
に
よ
っ
て
、
本
文
を
示
し
て
お
く
と
、

む
か
し
、
お
と
こ
あ
り
け
り
。
京
に
あ
り
わ
び
て
、
あ
づ
ま
に
い

き
け
る
に
、
い
勢
・
お
は
り
の
あ
は
ひ
の
う
み
づ
ら
を
ゆ
く
に
、

浪
の
い
と
し
ろ
く
た
つ
を
見
て
、

い
と
Y
し
く
す
ぎ
ゆ
く
か
た
の
こ
ひ
し
き
に

う
ら
山
し
く
も
か
へ
る
な
み
か
な

と
な
む
よ
め
り
け
る
。

と
な
る
。

今
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
主
な
校
異
を
見
る
と
、
「
あ
り
わ
び
て
」
を

「
す
み
わ
び
て
」
〈
最
福
寺
本
な
ど
〉
と
し
た
り
、
「
あ
づ
ま
に
」
を

「
あ
づ
ま
へ
」
(
伝
肖
柏
本
・
広
本
系
・
略
本
系
)
と
し
た
り
、
「
す
ぎ

ゆ
く
か
た
の
」
を
「
す
ぎ
に
し
か
た
の
」
(
時
頼
本
〉
と
し
た
り
と
い

う
よ
う
な
小
異
の
ほ
か
、
「
た
つ
を
見
て
」
を
「
た
ち
か
ゑ
る
を
み
て
、

思
こ
と
な
き
な
ら
ね
ば
、
を
と
こ
」
(
略
本
系
)
と
い
う
よ
う
に
か
な
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り
説
明
的
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
大
き
な

本
文
異
同
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

既
に
定
家
の
天
福
二
年
書
写
本
に
も
、
歌
の
頭
に
「
後
撰
」
と
勘
物
を

付
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
臨
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
「
い
と
Y
し
く
:
:
:
」
の
歌
が
「
後
撰
和
歌
集
」
巻
十
九
・
一
三
五

二
番
に
窮
旅
歌
と
し
て
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
天
福
二
年
定
家
書
写
本

を
謄
写
し
た
高
松
宮
本
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

あ
づ
ま
へ
ま
か
り
け
る
に
、
す
ぎ
ぬ
る
方
こ
ひ
し
く
お
ぼ
え

け
る
ほ
ど
に
、
河
を
わ
た
り
け
る
に
、
な
み
の
た
ち
け
る
を

み

て

業

平

朝

臣

い
と
Y
し
く
す
ぎ
ゆ
く
方
の
こ
ひ
し
き
に

う
ら
山
し
く
も
帰
浪
哉

と
な
る
。
仮
名
を
使
う
か
漢
字
を
使
う
か
と
い
う
用
字
の
相
違
は
あ
る

が
、
和
歌
に
つ
い
て
は
前
掲
の
「
伊
勢
物
語
」
本
文
と
全
く
一
致
し
て

い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
一
方
、
詞
書
本
文
に
見
え
る
作
歌
状
況
は
や
や
異
な
っ
て

い
る
。
「
伊
勢
物
語
」
が
「
伊
勢
・
尾
張
の
あ
は
ひ
の
海
づ
ら
を
行
く
」

時
に
詠
ん
だ
歌
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
後
撰
集
」
で
は
「
あ
づ
ま

へ
ま
か
り
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
「
過
ぎ
ぬ
る
方
こ
ひ
し

く
お
ぼ
え
」
た
の
で
、
「
河
を
わ
た
り
け
る
」
時
に
「
波
の
立
つ
」
の

を
見
て
詠
ん
だ
歌
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
を
「
伊
勢
物
語
」
の
成
立
に
関
連

e

つ
け
て
解
く
と
、
業
平

が
東
下
り
の
途
次
に
、
河
の
傍
を
通
っ
た
。
そ
の
河
波
が
業
平
の
進
む

方
向
と
逆
方
向
に
立
っ
て
い
た
の
で
、
「
う
ら
や
ま
し
く
も
か
へ
る
浪

か
な
」
と
詠
ん
だ
と
い
う
の
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
の
を
、
有
名
な
三

河
の
国
八
橋
の
杜
若
を
詠
ん
だ
第
九
段
よ
り
も
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
、
「
伊
勢
・
尾
張
の
あ
は
ひ
の
海
づ
ら
」
に
寄
せ
た
浪
が
帰
る

の
を
羨
ん
だ
と
い
う
形
に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
私

自
身
も
、
実
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
架
蔵
の
伝
坊
門
局
筆
本
「
後
撰
和
歌
集
」
に
つ
い
て
は
古
筆

学
研
究
所
編
の
『
古
筆
と
国
文
学
』
に
そ
の
あ
ら
ま
し
の
紹
介
を
し

た
が
、
こ
の
「
後
撰
集
」
巻
十
九
・
一
三
五
二
番
歌
の
場
合
を
見
る
と
、

あ
づ
ま
へ
ま
か
り
け
る
に
)
き
ぬ
る
か
た
の
恋
し
く
お
ぼ
え

侍
け
る
に
、
川
を
わ
た
る
に
、
浪
の
た
ち
か
へ
り
け
れ
ば

い
と
Y
し
く
す
ぎ
ゆ
く
か
た
の
恋
し
き
に

う
ら
や
ま
し
く
も
か
へ
る
な
み
か
な

と
な
っ
て
い
て
、
「
業
平
朝
臣
」
と
い
う
作
者
名
表
記
が
な
い
。
作
者

名
表
記
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
前
歌
の
そ
れ
を
継
承
す
る
わ
け
だ
か

ら
、
前
の
前
に
位
置
す
る
一
三
五
O
番
「
は
っ
せ
川
わ
た
る
せ
さ
へ
や

に
ご
る
ら
ん
:
:
・
・
」
の
作
者
名
表
記
で
あ
る
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
が
生

き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
三
五
二
番
「
い
と
Y
し
く
:
:
:
」
を
詠
人
不
知

歌
と
す
る
本
は
他
に
も
あ
る
。
ま
ず
小
松
茂
美
氏
の
『
後
撰
和
歌
集
l
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校
本
と
研
究
l
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
承
保
三
年
奥
害
本
が
そ
う
だ
が
、

こ
れ
と
同
系
統
と
考
え
て
よ
い
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
六
九
所
収
の
伝

正
徹
筆
本
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。
未
刊
国
文
資
料
に
翻
訳
さ
れ
て
い

る
雲
州
本
も
同
じ
で
あ
る
。
非
定
家
本
と
し
て
有
名
な
二
荒
山
本
や
片

仮
名
本
は
巻
十
一
以
下
の
後
半
部
分
が
な
い
の
で
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、

現
存
の
「
後
撰
集
」
の
伝
本
の
内
、

〈

A
)
伝
坊
門
局
筆
本

(
B
)
承
保
三
年
奥
書
本
・
伝
正
徹
筆
本
の
系
統

(
C
〉
雲
州
本

の
三
系
統
が
一
三
五
二
番
歌
に
「
業
平
朝
臣
」
と
い
う
作
者
名
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
今
で
こ
そ
孤
立
し
て
伝
来
し

て
い
る
か
に
見
え
る
が
、

(
A
)
は
清
輸
本
系
に
近
く
、

(
B
)
は
平
安

時
代
の
承
保
三
年
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
が
ら
消
輪
本
系
で

も
定
家
本
系
で
も
な
い
珍
重
す
べ
き
系
統
で
あ
り
、
さ
ら
に

(
C
)
は

初
期
の
定
家
本
と
目
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
種
々
の

研
究
成
果
を
糾
合
し
て
校
訂
し
た
天
福
二
年
書
写
本
の
よ
う
な
流
布
の

定
家
本
よ
り
も
、
む
し
ろ
本
来
的
な
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
大
き

い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

実
際
、
「
伊
勢
物
語
」
を
読
ん
で
い
れ
ば
誰
も
が
知
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
こ
の
「
い
と
ど
し
く
過
ぎ
ゆ
く
方
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も

か
へ
る
浪
か
な
」
の
作
者
名
に
、
本
来
「
業
平
朝
臣
」
と
あ
る
の
を
、

あ
え
て
削
り
取
る
よ
う
な
こ
と
は
す
る
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
逆
に
、
当
初
は
作
者
名
が
表
記
さ
れ
ず
に
前
々
歌
の
「
よ
み
人
し

ら
ず
」
が
続
い
て
い
る
「
後
撰
集
」
を
読
ん
で
い
る
人
が
「
伊
勢
整
巴

に
こ
の
歌
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
ま
る
で
勘
物
を
つ
け
る
よ
う

な
気
持
ち
で
「
業
平
朝
臣
」
と
記
す
こ
と
は
、
十
二
分
に
あ
り
得
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
属
旅
歌
の
冒
頭
の
連
続
四
首
(
国
歌
大

観
番
号
一
三
五

O
か
ら
一
三
五
三
の
「
み
や
こ
ま
で
お
と
に
ふ
り
く
る

:
:
:
」
ま
で
〉
が
、
詠
人
不
知
歌
と
な
っ
て
す
っ
き
り
し
て
い
る
伝
坊

門
局
筆
本
・
承
保
三
年
奥
書
本
・
伝
正
徹
筆
本
・
雲
州
本
な
ど
の
諸
本

の
形
が
「
後
撰
持
」
と
し
て
は
本
来
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
三
五
二

番
「
い
と
ど
し
く
:
:
:
」
の
歌
が
「
伊
勢
物
語
」
に
入
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
作
者
名
表
記
の
欄
に
「
業
平
朝
臣
」
と
注
し
た
天
福
本
な
ど
通
行

の
定
家
本
は
、
こ
れ
に
続
く
一
三
五
三
番
歌
「
み
や
こ
ま
で
お
と
ふ
り

く
る
:
:
:
」
に
再
び
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
い
う
作
者
名
表
記
を
付
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
「
伊
勢
物
語
」
の
方
に
戻
っ
て
考
え
れ
ば
、
第
七
段
は
、

「
あ
づ
ま
へ
ま
か
り
け
る
」
あ
る
人
が
、
「
川
を
わ
た
る
」
時
に
「
浪
の

た
ち
か
へ
る
」
の
を
見
て
「
来
ぬ
る
か
た
の
恋
し
く
お
ぼ
え
」
て
詠
ん

だ
「
い
と
ど
し
く
す
ぎ
ゆ
く
方
の
:
:
:
」
と
い
う
歌
を
、
そ
の
ま
ま

「
伊
勢
物
語
」
に
取
り
込
ん
で
作
り
あ
げ
た
章
段
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
「
後
撰
集
」
に
お
い
て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
歌

の
前
に
位
置
し
て
い
る
、
同
じ
く
詠
人
不
知
の
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た
は
れ
じ
ま
を
見
て

・
名
に
し
お
は
Y
あ
だ
に
ぞ
思
ふ
た
は
れ
じ
ま

波
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
い
く
よ
き
つ
ら
ん

(
伝
坊
門
局
経
本
)

を
「
名
に
し
お
は
Y
あ
だ
に
ぞ
あ
る
べ
き
た
は
れ
じ
ま
浪
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ

き
る
と
い
ふ
な
り
」
と
改
作
し
て
第
六
一
段
の
筑
紫
の
女
の
歌
に
し
て

い
る
の
と
同
じ
物
語
作
法
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に

一
歩
進
め
て
言
え
ば
、
「
古
今
集
」
の
撰
集
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
ほ

ど
に
古
い
三
河
国
八
橋
の
場
面
と
武
蔵
国
隅
田
川
の
場
面
を
中
心
と
し

た
第
九
段
を
中
核
に
据
え
た
八
東
下
り
章
段
〉
の
冒
頭
に
置
く
に
ふ
さ

わ
し
く
、
「
伊
勢
・
尾
張
の
あ
は
ひ
の
海
づ
ら
を
ゆ
く
に
:
:
:
」
と
い

う
書
き
出
し
を
設
け
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ

し
く
、
か
つ
て
私
が
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
篇
〕
』
に
お
い
て
示

し
た
〈
「
古
今
集
」
の
成
立
に
も
先
行
す
る
第
一
次
成
立
の
章
段
を
中

核
に
据
え
、
そ
の
前
後
に
新
し
く
作
っ
た
章
段
を
配
置
し
て
ゆ
く
〉
と

い
う
「
伊
勢
物
語
」
の
成
長
に
関
す
る
仮
説
に
合
致
し
た
増
益
の
方
法

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
伊
勢
物
語
」
で
も
「
後
撰
集
」
で
も
、
定
家
書
写
の
系
統
の
本
に

よ
っ
て
我
々
は
読
み
、
か
つ
論
じ
て
い
る
。
確
か
に
定
家
本
は
、
優
れ

て
文
学
的
で
あ
り
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
卓
越
し
た
本
文
を
伝
え
て

は
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
定
家
に
よ
っ
て
、
優
れ
て
文
学
的
な
本

文
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
車
越
し
た
本
文
に
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
結
果

と
し
て
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
中
世
の
歌
道
に

お
け
る
度
を
越
し
た
定
家
崇
拝
の
結
果
、
非
定
家
本
で
あ
り
な
が
ら
定

家
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
本
も
多
い
中
で
、
そ
れ
で
も
な
お
、
通
行

の
定
家
本
と
異
な
る
形
を
伝
え
続
け
た
本
文
は
、
や
は
り
そ
れ
だ
け
の

根
拠
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
伊
勢
物
語
」
で
も
「
後
撰
集
」
で

も
、
そ
の
よ
う
な
け
な
げ
な
本
文
を
、
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り
と
検
討
し
、

評
価
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
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